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1.  事業の目的 

 我が国では、建築物の解体等により発生する石綿による健康障害リスクが今後増大

すると予測されています。 

 そのような状況の中で、労働者及び公衆の石綿による健康障害の発生を予防するた

めには、「建築物及び工作物等の石綿含有の有無及び程度を判定する分析技術」及び

「作業環境及び大気中に飛散する石綿を採取して計数を行う技術」が必要であるため、

本事業は、石綿の分析に携わる方及びこれから携わる予定の方等を対象に、分析精度

の確保及び向上を目的に、当該建材中の石綿含有の有無に係る分析と環境大気中の石

綿濃度測定に係る計数分析について、協会が当該分析機関及び分析技術者に対して実

施する。 

 

 

 

2.  事業の概要 

 「建築物及び工作物等の石綿含有の有無及び程度を判定する分析技術」及び「作業

環境及び大気中に飛散する石綿を採取して計数を行う技術」に対する石綿分析の技

術・精度について評価・認定を行う。 

また、本事業は、石綿障害予防規則第 3 条第 2 項に基づき、事前調査で石綿含有の

有無が明らかにならなかった場合に実施する分析方法として公表されている厚生労

働省の『石綿則に基づく事前調査のアスベスト分析マニュアル第 2 版』に記載されて

いる分析手法、環境省の環境大気中のアスベスト濃度を測定する上の技術指針として

作成されている『アスベストモニタリングマニュアル第 4.2 版』に記載されている分

析手法に従って実施する。 

 

 

 

3.  実施内容及び試験試料 

第（1）号「建築物及び工作物等の建材中の石綿含有の有無及び程度を判定する分析

技術」 

配布試料をそれぞれ『石綿則に基づく事前調査のアスベスト分析マニュアル第 2 版』

に記載されている分析手法による定性分析（石綿含有の有無及び石綿種類の判別）及

び定性定量分析（石綿含有の有無、石綿の種類の判別及び各石綿の含有率）を行う。 

 

 

 

 

 

 



第（1）号：アスベスト分析方法（1）定性分析 

 配布試料：10 サンプル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 分析方法の区分 

【A】分析マニュアルの定性分析方法 1 

（偏光顕微鏡法） 

【B】分析マニュアルの定性分析方法 2 

（X 線回折分析方法、位相差分散顕微鏡法） 

【C】分析マニュアルの定性分析方法 1 と分析マニュアルの定性分析方法 2 の併用 

（X 線回折分析方法、偏光顕微鏡法） 

【D】分析マニュアルの定性分析方法 1 と分析マニュアルの定性分析方法 2 の併用 

（X 線回折分析方法、偏光顕微鏡法、位相差分散顕微鏡法） 

 

 

 

第（1）号：アスベスト分析方法（2）定性・定量分析方法 

 配布試料：3 サンプル 

 

 

 

 

 

 

 

 

分析方法の区分： 

【E】上記アスベスト定性分析方法【A】～【D】＋ 

【E】分析マニュアルの定量分析方法 1（X 線回折分析方法） 

【F】上記アスベスト定性分析方法【A】～【D】＋ 

【F】分析マニュアルの 定量分析方法 2（偏光顕微鏡法） 

 

 

 



第（2）号「作業環境及び大気中に飛散する石綿を採取して計数を行う技術」 

第（2）号：計数分析法 

配布試料を『アスベストモニタリングマニュアル第 4.2 版』に記載されている分析

手法にて試料に添付されている説明書を参照の上、それぞれの保有する機器（位相差

顕微鏡）により 50 視野の計数分析を行う。 

配布試料：位相差顕微鏡用プレパラート 

 

 

 

 

 

 

 

 

分析方法の区分： 

【G】計数分析法による総繊維数の計測 

 

 

 

4.  事業参加者への試料配布及び分析結果の回収 

事業参加者へ試験試料及び分析結果報告書返信封筒を配布し、提出期限までに分析

結果報告書の提出を求めた。また、計数分析用のプレパラートは分析結果報告書と合

わせて回収した。なお、分析結果報告書は、参加者が各自必要な報告書を当協会のホ

ームページよりダウンロードし使用。 

 

 

 

5.  分析結果の評価方法 

クロスチェック事業業務規程第 4 条に基づく合否判定方法により参加者の評価を

行った。 

  

 

第 4 回クロスチェック事業に係る分析結果の合否判定のための評価方法は次の通り

とする。 

 

 

 

 

 



①. 第(1)号の(1)定性分析 

 1）いずれの分析方法においても、10 種類の試料の定性分析結果がすべて標準分析結

果と一致した場合に合格とする。 

2) 偏光顕微鏡法により定性分析を実施し、不検出の場合には不検出確定手順に基づ

く分析結果の記載がない場合は不合格とする。    

      

②. 第(1)号の(2)定性・定量分析 

 1）各試料の定性分析結果が標準分析結果と一致している。  

 2） X線回折分析法にあっては、検量線の決定係数 R2が 0.98（相関係数 Rが 0.99）

未満の場合及び使用した天秤の読み取り限度が 0.01mgより大きい場合は不合格

とする。 

 3）各試料の定量分析結果が、標準分析値に参加者から提出された定量分析結果を

加えてグラブス—スミルノフ棄却検定法（有意水準 95％）によりデータを処理し、

その平均値を、標準値として設定する。合格・不合格の区分は各試料ともに、標

準値±30％の範囲内を合格とし、合格範囲の最小値（標準値－30％）は小数点以

下 3 桁目を切り捨て、合格範囲の最大値（標準値＋30％）は小数点以下 3 桁目を

切り上げとする。 

 4） 3 種類の試料すべてが上記 1）、2）、3）を満足した場合に合格とする。 

 

③. 第(2)号：計数分析 

 1）判定基準 1. 視野 No.1～50 の各視野の計数繊維数について、標準値±1 本以内

の視野が 35 視野以上合致していること。 

 2）判定基準 2. 50 視野の計数繊維数の合計が標準値±20％以内であること。 

 3）判定. 上記 1）、2）を満足した場合に合格とする。 

 

 

 

6.  参加者数と合格者数 

第 4 回クロスチェック事業参加者数及び合格者数結果は以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第（1）号：アスベスト分析方法（1）定性分析 

合格率％

【A】
定性分析法1

（偏光顕微鏡）
30 (15) 20 (9) 67

【B】
定性分析法2

（X線回折分析・位相差分散顕微鏡）
2 (1) 1 (0) 50

【C】
定性分析法3

（X線回折分析・偏光顕微鏡）
1 (1) 0 (0) 0

【D】
定性分析法4

（X線回折分析・偏光顕微鏡・位相差分散顕微鏡）
6 (5) 1 (1) 17

39 (22) 22 (10) 56

※（）は再試験者の内数

合計

分析方法の区分 参加者数 合格者数

 

第（1）号：アスベスト分析方法（2）定性・定量分析方法 

定量分析 定性分析

【A】（偏光） 2 (2) 0 (0) 0

【B】（X線・位相差分散） 1 (1) 0 (0) 0

【C】（X線・偏光） 0 (0) 0 (0) ―

【D】（X線・偏光・位相差分散） 0 (0) 0 (0) ―

【A】（偏光） 0 (0) 0 (0) ―

【B】（X線・位相差） 0 (0) 0 (0) ―

【C】（X線・偏光） 0 (0) 0 (0) ―

【D】（X線・偏光・位相差分散） 0 (0) 0 (0) ―

3 (3) 0 (0) 0

※（）は再試験者の内数

合計

分析方法の区分 合格率
（％）

【E】X線回折分析法

【F】偏光顕微鏡法

合格者数参加申込者数

 

 

第（2）号：計数分析法 

計数分析 合格率（％）

【G】 8 (6) 4 (4) 50

参加申込者数 合格者数



 

 

 

7.  合格者の氏名等 

第 4 回クロスチェック事業合格者でホームページの掲載に同意された方の氏名等

は別紙の合格認定者一覧に追記されたとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



所在地 所属先 分析者氏名 ホームページアドレス等 認定証 有効期間

08茨城 未公表 2023年11月1日～2026年6月29日

11埼玉 未公表 2023年6月30日～2026年6月29日

12千葉 未公表 2023年11月1日～2026年6月29日

13東京 帝人エコ・サイエンス（株） 笠島　一樹 https://www.teijin-eco.jp 2023年6月30日～2026年6月29日

14神奈川 （株）神奈川環境研究所 杉田　昭文 https://kanagawa-kk.co.jp 2023年11月1日～2026年6月29日

18福井 （株）環境リテック 岡　隼矢 https://www.r-kankyo.co.jp 2023年6月30日～2026年6月29日

20長野 （株）北山商事　KITAYAMALAB 村石　悟 https://kitayamasyouji7758.co.jp 2023年11月1日～2026年6月29日

22静岡 ユーロフィン日本総研(株) 荒井　克友 https://www.eurofins.co.jp 2023年6月30日～2026年6月29日

23愛知 未公表 2023年11月1日～2026年6月29日

23愛知 未公表 2023年11月1日～2026年6月29日

27大阪 （株）日環サービス 足立　良介 https://www.nikkanservice.co.jp 2023年11月1日～2026年6月29日

27大阪 未公表 2023年6月30日～2026年6月29日

27大阪 未公表 2023年6月30日～2026年6月29日

27大阪 未公表 2023年6月30日～2026年6月29日

27大阪 未公表 2023年6月30日～2026年6月29日

34広島 （株）ASLABO 廣宮　良一 https://www.aslabo.co.jp 2023年11月1日～2026年6月29日

34広島 （株）三井開発 村田　匡礼 https://eco-gc.jp 2023年11月1日～2026年6月29日

43熊本 マイクロアイ九州 堀川　淳一 https://www.microeye.jp 2023年6月30日～2026年6月29日

43熊本 マイクロアイ九州 堀川　久子 https://www.microeye.jp 2023年6月30日～2026年6月29日

46鹿児島 （株）鹿児島環境測定分析センター 東　正樹 http://www.kagoshima-kankyo.com 2023年6月30日～2026年6月29日

所在地 所属先 分析者氏名 ホームページアドレス等 認定証 有効期間

40福岡 未公表 2023年6月30日～2026年6月29日

所在地 所属先 分析者氏名 ホームページアドレス等 認定証 有効期間

合格者なし

所在地 所属先 分析者氏名 ホームページアドレス等 認定証 有効期間

34広島 （株）生体分子計測研究所 橋本　智代 https://www.hsk.ribm.co.jp 2023年11月1日～2026年6月29日

【D】定性4　X線回折分析法・偏光顕微鏡法・位相差分散顕微鏡法

第4回　クロスチェック事業　合格認定者　一覧

【B】定性2　X線回折分析法・位相差分散顕微鏡法

第（1）号：アスベスト分析法 （1）定性分析

【A】定性1　偏光顕微鏡法

【C】定性3　X線回折分析法・偏光顕微鏡法

 



所在地 所属先 分析者氏名 ホームページアドレス等 認定証 有効期間

合格者なし

所在地 所属先 分析者氏名 ホームページアドレス等 認定証 有効期間

合格者なし

所在地 所属先 分析者氏名 ホームページアドレス等 認定証 有効期間

01北海道 （株）ズコーシャ 山田　美紀 ━ 2023年11月1日～2026年6月29日

11埼玉 柴田科学（株） 高久田　恭平 https://www.sibata.co.jp 2023年11月1日～2026年6月29日

27大阪 未公表 2023年11月1日～2026年6月29日

27大阪 未公表 2023年11月1日～2026年6月29日

第（1）号：アスベスト分析法 （2）定性・定量分析

【E】定量1　X線回折分析法

【F】定量2　偏光顕微鏡法

第（2）号：大気中のアスベスト濃度測定分析法

【G】計数分析法

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


